
［９］ 西都市小体連 

Ⅰ 年間事業 

実施日 曜 事業名 主な内容 会場 

7 月 10 日 月 第 1 回体育主任会 今年度研究主題決定 

年間行事計画確認 

泳力向上プログラムについて 

妻南小学校 

8 月 29 日 火 第 2 回体育主任会 主題研究について 妻南小学校 

10 月３１日 火 第 3回体育主任会 主題研究について 

学体研の情報共有 

妻南小学校 

12 月 5 日 火 第 4 回体育主任会（中止） 来年度の陸上競技会について 

研究のまとめ 

C4th 上でのやりと

り 

1 月下旬 第 5回体育主任会 来年度の計画 妻南小学校 

 

Ⅱ 事業部のあゆみ 

 １ 西都市小学校泳力向上プログラム 

各学校で５・６年生を対象に、記録会を実施し、２５ｍ以上泳げた児童に対して西都市小体連が表彰。 

  

 ２ 陸上記録会 

  各学校で実施。６年生を対象に体力テストで全体的に記録の低かった、ソフトボール投げ、シャトル

ランの記録会を実施。体力テスト時との比較を行い、伸び率を確認。ソフトボール投げに関しては、県

標準記録達成者を県に報告。 

                                 

Ⅲ 研究部のあゆみ 

 １ 研究主題並びに副題 

 

 

 

 

２ 主題設定の理由                   

  小学校学習指導要領において、「主体的・対話的で深い学び」の視点にたった教師の指導改善を行

うことが示されている。 

  また GIGA スクール構想の実施において、児童一人一台のタブレットの整備が進められ、「体育・保

健体育科の指導における ICT の活用について」（文部科学省令和２年）では、繰り返し視聴による個

に応じた支援・記録による課題把握・課題解決のための指導・支援が示唆されている。 

  加えて、ICT 活用に対する教員の意識・実施状況・活用度を調べた。その結果、西都市の教員の実

態として、ICT 活用の重要性は理解しているものの、指導面において課題を感じている教員が多いこ

とが分った。  

このことから、本研究では、ICT を利活用した授業の創造と展開を設定し、児童が主体的に自身の

動きや友達の動きを視覚的に把握することや、対話的に課題解決をして振り返って深く学ぶことで

次時に繋げたり、教師が記録を活用して的確な指導することで指導の改善を図ったりすることがで

きると考え、本研究の主題と副題を設定した。              

３ 研究の内容 

  体育科における効果的な ICT 活用法の研究及び実践事例集作成（令和５年度・１年計画）  

 

４ 研究の実際 

 〇 ICT を活用した授業の実践及び実践報告の作成 

  各学校の体育主任が主になって、実践報告を作成した。今回の実践を、西都市の全教員に報告し 

た。 

 

「主体的に運動に親しむ資質や能力の基礎を育てる体育学習の在り方」 

～ ICT を活用した授業実践を通して ～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


